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日時
’
平成21年 7月4 日 （土 ） 10：00〜 16 ：30

会場　北 里大学医療衛生 学部

　　　　　　 1．セ ミナ ーの概要

　平成 21年 7月 4H 、 北里 大学医療衛 生 学部 に 於

い て 医療体 育研 究会 の ギ催 に よ り標記研修 会 を開

催 した 。平成 19年に も北 里大 学 を 会場 と し て セ

ミナ
ーを開催 して お り、神奈川県 と して は 2年 ぶ

りの 研修会 開催 で あ る 。

　研修会 の 案内 は 、 後援団体 で ある社 団法人全 国

老人保健施設協会を通 じて の 広 報 、 神奈川県 や東

京都 （八 王 子、町 田 ）の デ イ ケ ア 、地域 活動支援

セ ン タ
ー

、 老人 保健施設等へ 370件、医療体育研

究会会員 110件ヘ ダイ レク トメ
ール を用 い た 。

　参加者 は 48 名 （内 、 会員 2 名〉で あ っ た 。 講

義 ・ワ
ー

ク シ ョ ッ プ講 師は 8名、運営ス タ ッ フ は

7名 で あ っ た v 参加者 の 所属施設 の 所在地 は神奈

川 県、東京都が 多数を占め、他に埼K 県、滋賀県

か ら の 参加 もあ っ た 。

　 プ ロ グ ラ ム は 10時 よ り 12 時 まで 本研究 会 の 田

中一男元理事 と小林岳雄理事 に よ り講義が行 われ

た 。 午後 は ユ3時 よ りワ
ー

ク シ ョ ッ プが 実施 され

た 。1班 7〜8人 の グ ル ープ で 7種 目の ワ ー
ク シ ョ

ッ プ を体 験す る 形式で 行 わ れ た 。 1種 凵 20 分時 間

を と り、種 目0）説明、留 意点、実技 、質疑応答 を

行 っ た 。

　　　　　　　 2 ． プ ロ グラム

（1）講義 1 「高齢者 の 健康づ くりの ポ イ ン ト」

　 田 中
一
男 （田 中医院 、医療体育研 究会元 理事）

（2）講義 ll 「測定 ・評価 か らプ ロ グ ラ ム づ くりま で 」

　　小林岳雄 （龍岡介護老 人保健施設 、医療体育

　 研究会理 事）

（3＞ ワ
ー

クシ ョ ッ プ

  力の か ぎ りシ ュ
ー

ト ：佐野 里 美 （霞 ヶ 関南病

　　院）（写真 1）

  ス パ ー
ク リ ン グ ホ ッ ケ

ー
：安江撤 太郎 （株式

　会社 カ シ ス ） （写真 2）

  夏 だ ！そ うだ ！！冷 や し中華 日 ！ ：鹿 島秀

　 （マ ロ ニ エ 整骨院、医療体育研 究会 会員）

  魚釣 り ： 小林岳雄 （龍 岡 介護 老人 保健 施設

　医療体育研究 会理 事）

  障害 高齢者 リハ ビ リ テ
ー

シ ョ ン 体育の 実技 ：

　橋谷俊胤 （山王 リハ ビ リ ・ク リニ ッ ク 、 医療

　体育研究会会員）

  ス タ ン デ ィ ン グ バ ー
：赤見 光二 （JA静 岡厚

　生 連 リハ ビ リ テ
ー

シ ョ ン 中伊 豆 温 泉 病院、

　医療体育研 究会会 員）

  隙 間 を狙 え （ゲ
ー ト ボ ー

ル
・シ ュ

ー
ト）：臼

　井永男 （放送大学 、医療体育研究 会理事）

写真 1
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写真2

　　　　 3． 参加 者ア ン ケ ー トの結 果

　 ア ン ケ ー トは参加者 48 名中 、 46名 の 回答 を得

られ た 。

（1）参加者 の 内訳

　 職 場 の 内 訳 は 、 介 護 老 人 保 健 施設 が 19 名

（41．3 ％）、 通所介 護 （デ イサ
ービ ス ）施設 12名

（26ユ ％ ）、通 所 リ ハ ビ リ テ ーシ ョ ン 施設 7 名

（15．2 ％ 〉で あ り、 こ の 3施 設で 約 82．6％ を占め

て い た 。 そ の 他 、 介護老 人福祉 施設 1名 （2．2％ ）

介護老人 保健 施設 と通所 介護 （デ イサ
ービ ス ）施

設 の併 設 2名 （4．5 ％ ）そ の 他 4 名 （8．7）無回答 1

名 （2，296） で あ っ た 。

　 職種 の 内訳 （表 1）に つ い て は、介 護福祉士 が

22 名 〔47．8 ％〉 と多 く、次 い で ケア ワ
ーカ ー8名

（17．4 ％ ）で あ っ た
。

　参加形態 に つ い て は 、「業務 （旅行命令）で 参

加 した」 が 27 名 （58．7 ％）、 「自分 の 休 暇で 参加

した」 が ユ3 名 （28．3％ ）、「業務 だ が 自分 の 休暇

で 参加」 1名 （2．2 ％ ）、そ の 他 4M （8．7 ％ ） で あ

っ た 。 また 、「希望 した ら研修扱 い に な っ た 」 と

の 記述 もあ っ た 。

（2）施設で の 運動の 取 り組み

　 「あ な た の 施設 （事業所） で は、運動 （身体運

動 ）を取 り入れ て い ますか ？」の 問 い に 対 して は 、

「行 っ て い る」 が 39 名 （84．8％ ）、 「導 入 を考 え て

い る 」 が 2 名 （4．3 ％ ）、「行 っ て い な い 」 が 3 名

（6．5％） と回答 した 。

　頻度 に つ い て は 、週 に 5 回 （13名，28 ％ ）が
一

番多 く、次 い で 6回 （7名，15 ％）であ っ た 。 （表 2）

表1　参加者の職種の 内訳

  介護福祉 士 22

  ケ ア ワーカ ー 8

  看護師 2

  作業療法士 2

  理 学療法士 2

  健康運動実践指導者 1

  管理職 1

 
・
般事務職 1

  そ の 他 4

無 回答 1

介護福祉士 と健康運 動指導 ヒ 工

介護福祉士 と ケ ア ワ
ー

カ
ー 1

表 2 施設で の 運動 の 取 り組み

（人）

（人）
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　 1 回あた りの 実施時 間は 、 5分 か ら 10分 ま で が

4件 、 15 分 か ら 30分 ま で が 14件 、 40分 か ら 60 分

まで が 11件、75 分 が 2件で あ っ た。20分 が
一

番

多 く、20分 か ら 60分 の 問が 多数 を占め て い た 。

全体 として は 5分か ら 75分 まで差が み られ た 。

　運動の 種類に つ い て は
、 体操 、

ス トレ ッ チ ン グ、

レ ク リエ
ーシ ョ ン ゲ

ーム 、筋力 ト レ ーニ ン グ等が

挙げられ た 。

　体操 で は 、 棒体操 、セ ラバ ン ド体操、ラ ジ オ体

操 、 ダ ン ベ ル 体操 、 リ ズ ム 体操 （花笠体操 、 ド ン

パ ン 節等）、 テ レ ビ体操 、 リハ ビ リ体操 、予 防 体

操、冂 腔体操 、嚥下体操 、指体操 、レ ク リ エ ーシ

ョ ン と して の 体操等が 行 われ て い た 。

　他の 種 目 として 、 野 球、サ ッ カ ー、バ レ ーボ ー

ル
、

ボ ッ チ ャ 、ボ ー
リ ン グ 、ベ ン チ サ ッ カ ー、ボ

ール 投げ、歩行、風船 バ レ ー、365歩 の マ
ーチ運

動 、玉 入 れ、ボ
ール 運動、ス トラ ッ ク ア ウ ト、テ

ー
ブ ル ピ ン ポ ン

、 輪投げ等 の 回答 が み られ た 。

　 また 「個別 、 介護予 防の リハ ビ リ加算の 方を対

象 に 、
セ ラバ ン ド、

ボ ール 体操、歩行 を 中心 に 行

っ て い る1 とい う、対 象者 を絞 っ て 運動指 導を実

施 して い る とい う記載 もあ っ た 。

　 運 動 プ ロ グ ラ ム を担当 し て い る 職員の 職種 （表

3） は 、 介護職 （内 、介 護 福 祉 士 8 名 ） 22 名

表 3 運動 プ ロ グラ ム 担当者

介護職 （内 、 介護福祉士 8 名） 22

ケ ア ワ
ー

カ
ー 12

看護師 9

作業療法士 9

理学療法士 8

健康 運動指導 士 4

ヘ ル パ ー 2

健康 運 動実 践 指 導者 1

介護予防運動指導員 1

リハ ビ リテ ーシ ョ ン 体育士 1

リハ ス タ ッ フ 1

介護予防運動指導員 ユ

職員 （全職 員、担当 の み等） 3

（30．1％）が多 くを占め 、 続い てケ ァ ワ
ー

カ
ー 12名

（16．4 ％ ）看護 師9名 （12．3 ％〉、 作業療法士 9名

（12．3％）、理 学療法士 8名 （11．0％）で あ っ た。

（3）セ ミナ
ー

の 内容 に つ い て

●講義 1 「高齢者の 健康づ くりの ポ イ ン ト」

　 「高齢者の 健康づ く りの ポ イ ン ト」の 講義 に つ

い て 、「役 に立 っ た」 42 名 （91．3 ％ ）、「役 に 立 た

ない 」0名、「どち らと もい えな い 」2名 （4．3％ 〉、

「無回答」2名 （4．3％）と回答が あ っ た 。

「役 に 立 っ た 」

・高齢者 の 健康 づ くりの ポ イ ン トを医学的見地 か

　 ら具体 的 に わ か りや す く話 し て い た だ い た 。

　 （運動指導員）

・高齢者 が な りや す い 病気や対処法 な ども詳 し く1

　知 れ た 。 時間が もう少 し欲 しか っ た 。 （介護福

　祉 士 1
・食事の 面 な ど興味深 か っ た で す 。 （介護福祉土）・

・バ イ タ ル は毎 囗の 事で 使 っ た の で
。 （理 学療法

　士 ）

・い ろ い ろ な状態で健康づ くりを考 えて い くとい

　 うこ とが分 か っ た 。 （介護福祉士）

・熱中症等の 対応が 特 に 良か っ た 。 （介護福祉士 ）．

・時間が 短 く、 もっ と聞 きた い 感 じが した 。 （介

　護福祉 上）

1・田 中先 生 の お話 がお もしろ く興味深 い も の であ

　 っ た 。 （介護福祉士）

「どち らともい え な い 」

・資料 を み れ ぼわ か る 。 （蓮繍
一一一  一

コ

●講義 E 「測 定 ・評 価 か ら プ ロ グ ラ ム づ く り ま

　　で」

　 「測定 ・評価 か ら プ ロ グ ラ ム づ くりまで 」の 講

義 に つ い て 、 「役 に立 っ た 133名 （71．7 ％ ）、「役

に 立 た な い 」1名 （2．2 ％ ）、「どち ら とも い え な い 」

10名 （21．7％ ）、「無 回答」 2 名 （4．3％ ） と回答

が あ っ た 。

（入）
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「役 に 立 っ た」

・4 ヶ 月前 か ら予防体操の 担当 とな り、あや ふ や

　な点が 多か っ た の で 、い ろ い ろ 教 え られ ま した 。

　（介護福祉士）
・高齢者 の 低

’
ドしや す い 部分等が わ か り参考 に な

　っ た 。 （介護福祉士 ）
・利用者 も準備 の 段 階 で参 加で きる た め 。 （介 護

　福祉士 ）

レク 内容 で も工 夫 に よ っ て い ろ い ろ なi．
tt
が 出来

て 良か っ た 。 （介護福祉士）

・同 じ こ とで もや り方 を工 夫す れ ば 、利用 者も楽

　しめ る事．が わ か っ た 。 （介護福 祉士 ）
・ボ

ール 等筋力 維持 向上 の 為 の リハ ビ リが参考に

な っ た
。 （看護師）

・い ろ い ろ なゲ
ーム や遊 び を通 した 活動 が体験 で

き、自施設で も活かせ る と思 う。 （介護福祉士 、

健康 運動指導士 ）
・高齢者向け の い ろ い ろ な レ ク の バ リ エ ーシ ョ ン

が あ り、参考に な りま した 。

・色 々 と各場所 で工 夫 し て お り、レ ク の レ パ ー
ト

　リ
ーが増 えた 。 （介護福祉士 ）

参考に な っ た ワ
ー

ク シ ョ ッ プ （複数回答）

「役 に立た な い 」

・声が小 さ く聞 き取 れ ず、資料 の 文字 も小 さ く読

み 取れず、 きっ と良い 内容 だ っ た と思 い ますが

残念で す 。 （介護福祉士 ）

「どち らと もい えない 」

力 の か ぎりシ ュ
ート 26

ス パ ーク リ ン グ ホ ッ ケ ー 35

夏 だ 1そ うだ ！ ！冷や し 中華 ！！！ 29

魚釣 り 20

障害高齢者リハ ビ リテ ーシ ョ ン 体育 の 実技 24

ス タ ン デ ィ ン グバ ー 32

隙 間 を狙 え （ゲートボ ー
ル ・シ ュ

ート） 25

・実施 して い る もの と特に変 わ ら な い 。 （リハ ビ

　リ担 当の 訓練士）

● ワ
ー

ク シ ョ ッ プ

　ワ
ー

ク シ ョ ッ プ に つ い て 、「役 に 立 っ た」44 名

（95．7％）、 「役 に立 た なか っ た」0名、「どち ら と

もい えな い 」 1名 （2．2 ％ ） と回答が あ っ た 。

・参考 に した い プ ロ グ ラ ム が 多数 あ っ た 。（ケ ア

ワ
ーカ ー

）
・実際 自分が す る こ とで 視野 が広 くな っ た 。 （理

学療法士 ）
・人の や る レ ク に参加 した こ と。い つ も自分が や

っ て い る の で 。 （介護福祉 士 ）

・実際 に 使えそ うな もの が あ っ た 。 楽 しか っ た で

す 。 （介護福祉士 ）
・他施設 重の レ クや 運動 な どを聞 い た り、ユつ の

（人）

（4）セ ミナ
ー
参加費

　参加費 （4000 円）に つ い て は 、「高 い 」 ユ8 名

（39％）、 「適当で ある」27名 （59％）「安い 」0 名、

無 回答 工名 （2％） で 、 過半数が 適当で あ る と答

えて い た。

（5）全体 を通 し て の 感想

　全体 を通 し て の 感想 は概 ね好評を得て い た 。

「も っ と重度 の 方 、 認 知症 の 方対応 の ワ
ー

ク シ ョ

ッ プ を実施 して ほ しい
。 （介護福祉士）」等 、 認知

症 の 方 に対 す る プ ロ グ ラ ム を希望す る 内容が 3名
あ っ た。

　午前 の 講義 に つ い て は 、「前 半 の 講話 （二 部）

は と て もた め にな っ た が、 もう少 し時間をか けて

ほ しか っ た で す 。 最後の 方が 流れて しまっ た の が

残念 で した 。 （介護福 祉士 ）」 「午前 中の 講義 をも
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っ と聞 きた か っ た 。 午前中の 講義の 資料の 字が小

さ く見 に くい 。 （介護福祉士 ）」等、時間が 短い と

い う回答が い くつ かみ られ た。また、パ ワ
ーポ イ

ン トをそ の ま ま資料 と して テ キ ス トに掲 載 し た

が、文字数 の 多 い もの は読 みず ら く、テ キ ス トを

作成 す る 時 に 工 夫が 必 要で あ っ た 。 また 、「主催

者 の 方 々 、皆親切 で した が 、全 体 的に 声が 小 さす

ぎま した 。 （介護福祉 士）」等 、声が 小 さい とい う

阿答 が い くつ か み られ た 。 音響調整で の ス タ ッ フ

配 置に つ い て 配慮が 必要で あ っ た 。

　 また 、ワ ー
ク シ ョ ッ プ の 内容 に 関す る も の と し

て 、「新 しい ス ポ ー
ツ が あ っ た ら取 りあげて ほ し

い 。 （20 名 くらい で も出来 る もの や、テ
ー

ブ ル が

あ っ て 狭 い ス ペ ー ス で も出来 る よ うな ス ポ
ー

ッ 〉

（介護福祉士 ）」 「音楽 に合わ せ て 体 を動か す ス ワ

ロ ビ ク ス や 舞 リハ 講習会を希望 します 。 あ りが と

うご ざい ま した D （ケ ア ワ ーカ→ ］ 等が あ っ た 。

　他 に 、 「高齢者 の レ ク を行 う ヒで 安全 管理 の 説

明 な ども必 要と感 じた 。（介護福祉 士 ）」「今回 は

とて も勉強 にな りました 。 た だ○○ をす る とい う

の で は な く、説 明な どを して か ら行 うと い うこ と

も　勉強 に な りま し た 。 何 と は わ か りませ ん が 、

こ れか ら もい ろ い ろ 勉 強に 参加 して い けた ら と思

い ます 。 （介護福 祉士）」 「参加者 同で の 交流の 場

が あ っ て 、お互 い 悩み を話 し合 えた らい い と思い

ました 。 （理学療法士）」等の 同答 があ っ た 。

　　　　　4 ． ワ
ー

クシ ョ ッ プ紹介

今 回行 わ れ た ワ
ー

ク シ ョ ッ プ の 中で 、これ ま で の

セ ミナーで 未実施 の 新規 プ ロ グ ラ ム を抜粋 して 紹

介する 。

　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　（坪内友美）
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（3）シ ュ
ー

トゲ
ー

ム （ペ ソ トボ トル 編）；  中央に ペ
ッ トボ トル を置く

　　 　　 　　 　　　
一

チ
ーム Wt−一　   ペ ッ トボ トル に向か っ て カ い っ ぱい ボ ー

ル 蹴 り倒す

　　　　○ 　　 ● 　　　　　　　　　　〈 下肢 （大腿 四頭筋） の 強化 〉 〈 調整力 〉

　　 　●　 二 aOO 　 　 　　 　 　 　   個人 の 得点 を ホ ワ イ トボー ド、用紙等 に 記 入 し、○ ・●

　　　　O 　　 ●　　　　　　　　　 チ ーム の 合計 をだ す

　　 　　 th＝ベ
ッ トボ トル 　 　　 　　　 （得点 ；500m2 ⇒ 5点 、ユ．52 ⇒ 15点）

　　 　　 　　 　　　 　　 　　 　　 　 ※
一

人 1 回蹴 り、 P 一テー
シ ョ ン で 2 回蹴 る

（例）ペ
ッ トボ トル 500m9 水半量 1 本、全量 1 本

（例） ペ
ッ トボ トル 1．5a　水半量 1 本、全量 2 本

※ ペ
ッ トボ トル の 本数は参加 者の 状況 （力） に あわせ て変え る

皿 ．Lets ．足 ぶ み　 く 持久力 の 向 上 〉 〈 体幹 （大 腰筋） の 筋力強化 ⇒ 転倒 予防 〉

　
ド‘
365 歩 の マ

ー
チ ♪

”
を歌 い なが らJ 　 　 “ い つ ま で も元 気 に 歩 い て くだ さい 勢

IV，クーリ ン グダウン

　 整 理 体操 ： 足首回 し、下肢 の 伸展 （右 ・左 ） 〈 疲 労回復 〉

　　※ カ を抜 い て （リ ラ ッ ク ス して ）気 持 ち よ く行 う

最後 に気持 ち よ く深呼吸 為 励 羨 で した rt
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名称

ス パーク リン グホ ッ ケ
ー

所属名

株式会社カ シ ス

　安江 徹太郎

用具

◎道 具 ：デ ィ ス ク （両 面 の 色 が異 な っ たも の で 、基本 は 1 チ
ー

ム 正 0 枚）・ラケ ッ ト （バ トミン トンラケ

　　 　　 　 ッ ト等 を数本）

　　　　　エ リア を 限定で きるもの （ラインテ
ー
プ、エ リアシ

ー
ト等）

※デ ィ ス クの f り方 ： ダ ン ボ
ー

ル を丸 く切 り取 っ た もの （直径 15 〜 20cm 程度 ）を 3枚重ね合 わ

せ 、 両面異な っ た色 の ガ ム テ
ー

プを巻 い た らデ ィ ス ク の で きあが り。

方法

〈 基 本ル
ール 〉

  2 チ
ーム （1 チ

ーム 5名程度）に分 か れ 、各チ
ーム はディ ス クを 10 枚ず つ 持 つ

。

  1 セ ッ ト目は両チ
ーム で先攻／後 攻 を決 め、 2 セ ッ ト目以 降は交互 に行 っ て い く。 （1 試合 4 セ

　 ッ ト）

  両 チ ーム が ス ター
トライ ン か ら コ

ー
ト内にディ ス ク を交互 に打 つ

。

  ディ ス クは 、
ス タ

ー
トライ ン 手前 の ライ ン にか か らな い と こ ろに置 く。

　※ただ し、足や車 い すの 位置は、ライ ン を越 えて も構わない 。

  打 っ たデ ィ ス クは手前の ア ウ トライ ン を越 えなけれ ばな らな い
。 越えない 場合は、取 り除かれ る。

  相手 の デ ィ ス クに当てた場合は、そ の デ ィ ス クが 、 味方の 色に変わ る 。

  プ レーし たデ ィ ス クや当て られたデ ィ ス ク な どが、ア ウ トライ ン やイ ン サ イ ドライ ン に触れ て い

　る場合や通過 し た揚合は、ア ウ トとな り取 り除かれ る。

  セ ッ ト終了後の 両チーム の デ ィ ス ク の 枚数が得点 となる。デ ィ ス ク 1 枚が 1 点 とな り、 ボ
ー

ナ ス

　ライン に触れ て い るディ ス クは、 1枚が 10 点 となる 。 最後に 、 4 セ ッ トの 合計得点 が高い チ
ー

　 ム を勝ち とする。

◎ 固定化 され た 詳細な ル
ー

ル は あ りま

並
※参加者や場所等の 条件に応 じ て 、使用

する ラケ ッ トの 種類や、 コ
ー

トの 大き

　さ ・形等は変更 し て い ます。

アウトライン

ボ
ー
ナスラノン

サイドライン

O
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名 称

魚 釣 り

所属名

龍岡介護 老人保健施設

小 林岳雄 （医療体育研究会）

用具

1 ，人数分 の い す

2 ．釣 っ た 魚 を 置 く台ま た は い す

3 ．魚 の 絵を張っ た 画用紙に ク リ ッ プ をつ けた も の （人 数 X20 〜30 枚）

4 ，釣竿 （糸の 先にマ グネ ッ トを つ けた もの ） 人数 分

1 ，目的

座位 姿勢 の 安定、平衡機 能維持 、前 方 り
一

チ動作 の 獲得、数 か ぞ え、振 り返 り、 コ ミ ュ ニ ケ ーシ ョ ン な

ど を 日的に グル
ープ で 取 り組 め る課題 で あ る。グル

ープ で 取 り組 む 中 で も各対象者 の 動作 に よ っ て 工 夫

が 必要 で あ る n 麻痺 の 有無、座位姿勢、失行 の 有無、円背 な どに注意 して 行 う。

2 ．方 法

【導入 】
海 に見 立 て た 青色 の 模 造紙 を対象者 で 協力 して 床 に広 げ、魚 を模 造紙 に撒 き、釣竿を配 る 。 （準備）

【展 開 】

図 の よ うに座位に て 行 い 、糸 の 先に マ グネ ッ トの つ い た釣竿 を用 い て 床 に置 い たク リッ プ の っ い た魚 を

釣 る。釣 れ た魚 の 名前を聞 い た り、どの よ うに料理 した らお い しい か、な どコ ミュ ニ ケ
ー

シ ョ ン を図 る。

【ま とめ 】

全 員が 釣 り終わっ た あ と、釣 竿に糸を巻 き片付 けさせ る。釣竿を返 却 し た 対 象者に は魚の 数を数え させ

る。数 え た あ と の 魚を 返 却 し、釣 っ た 魚の 数を聞く。再 び 聞く の で 覚え て 置 く よ うに指示 し、全員が数

え 終わ っ た と こ ろ で
一

人ず っ 何匹 釣 っ た の か 発言 させ る （短 期記憶の 賦活）。また、内容 を振 り返 り ど

の よ うな 内容を行 っ た の か 、ど の よ う な魚 が い た か 、な ど の 話題 を対象者 同 士 で 話 させ る とよ い
。 （内

容 の 振 り返 り）

3 ．注意点

前方に体幹を前傾 させ 、ヒ肢を伸ばすの で 車い すに 座 っ て 動作を行 っ て い る 対象者 は転落 しな い よ うに

する。 フ ッ ト レ ス トか ら足 を床に 下 ろすだ けで リス ク は 低 くな る 。
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名称

ス タ ン デ ィ ン グ バ ー
（輪投 げ）　 STA／NDING 　 BAR

所属

JA 静岡厚 生 連

リハ ビ リテ ーシ ョ ン　中伊豆 温 泉病院

赤見光二 （医療体育研究会）

特徴 ・ね らい ・用具

  通 常、目標物 に 対 し て リン グを投 げ 入 れ ます が、こ の ス タ ン デ ィ ン グバ ー
は、リ ン グ が飛ん で きた とき

　 に バ ーを動か し て 受 け入れ る。

  こ の ス タ ン デ ィ ン グバ ー
は、待ち時間が短 くて すむ とい う利点がある。そ して 、

一
投 ごとに

一
喜
一

憂 し

　 なが らで きる。

＊ 通常 、1 人 の ゲーム が 終了 し た と き に交代で 移動 しな けれ ばな ら な い 。ロ ス タ イ ム が多い （待 っ て い る

時間 、他 を見 て い る、時間的余裕 な ど）。

ね ら い

  立位 ：動的バ ラ ン ス   椅座位 ：体幹 の バ ラ ン ス   上肢に 協調性 （非麻痺側 ・麻痺側）  下肢 の 踏ん張 り

　 な どを養 う。

用具

  バ ー （杖、プ ラ ス チ ッ ク ： 円形 の もの ）を使用　  リン グは 、ナイ ロ ン 製 の ロ
ー

ブを 2 周巻 い て

　直径 20cm 位の リン グをっ く る （っ なぎ 目は し っ か りと留 め、4 ヶ 所 k め る）。

方法

  コ ー トの大きさ は 、直径 5 皿 位 （人数に応 じ て ）。

  基 本的 に は 、円 形 を つ く り椅座位 に て 行 な う。

  指導者は 円の 」戸心 に 居 て 、順次 対象者 の バ ー
の 先をめが けて リン グを受け取 りやすい 位置に投げる。

　 （な る べ くバ ー
を動か せ させ な い よ うに投げ る 。 慣れ て きた ら少 しずつ 受け取る位置を移動 させ る s ）

  立位 ・椅座位 に よ りバ ー
を用 い て 飛ん で きた リン グを 自分で 人れ る。

＊ 対象者か ら指導者 ヘ リン グを投げ、指導者が バ ー
で受け取る 。

＊ コ メ ン ト

  主催者 の 感想 ・対象者 の 感想なども整理 して 載せ て お くと、次 の レ ク リエ
ー

シ ョ ン を考え る 際 に 参考に

な り、後に な っ て 役 立 つ 。つ ま り、何時 どの よ うに行 っ た の か、そ の 時 の 対象者 は 、 どの よ うな感 じだ っ

た の か な どを
一

言添え て お くと非常に役立 つ 。そ し て 、思い 返す こ とも容易にな る．

  レ ク リエ ーシ ョ ン プ ロ グ ラ ム を考える揚合、虚弱者、障害者 の 疾患、個人 ・集団 の 効用、各 々 の 活 動な

ど、総合 的 に 判 断 し て 行 う。見学者に 対 し て は 、そ こ に 居 る だ け で も参加 し て い る とい う意識 を持た せ て

あげる こ と 、 見て い るだ けで も歓喜の 表情を持た せ 、そ こ にい ても参加 して い る こ とを認識 して あげ る。

  既 成の ル ール に とらわ れ る こ と な く、場所
・広 さ ・高さ ・材質 の ど の 条件 下に参加 人数 、 障害の 程度、

そ の 時 々 の 状 況 に応 じた対応 を行 うべ きだ と考え る。

  高齢者 ・
障害者 が 重度 で 全 く レ ク リエ

ー
シ ョ ン 活動 が 不 可 能 と思わ れ る 場 合で も広 い 意味で 捉 え る こ と

で レ ク リエ
ー

シ ョ ン や ス ポーツ に 関する知識 を持 た せ る こ とも大切 な こ と とい え る。

  指導者は 何 時も忍耐強 く見守 りなが らも、手 本 を見 せ た り、手伝 っ た り、ヒ ン トを与 えた り、援助 を し、

励ま しなが らや さし く接 して い かな けれ ばな らな い ．
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